
＜青森県における近年の漁獲動向（平成 24年）＞ 

 
 ブリ、タイ、サメの漁獲量が増加しています。ブリは日本周辺を回遊する魚種であり、

全国規模で漁獲量が増加しています。 
 タコ、ヤリイカ、イカナゴの漁獲量が減少しています。これらの魚種は、地域性が強

く、本県沿岸で生まれ育っています。イカナゴの資源を増やすため、外ヶ浜町～陸奥湾

～佐井村の漁業者は今期禁漁することにしました。タコ、ヤリイカも増やすための手立

てが必要です。 
（漁獲データは青森県農林水産部発行「青森県海面漁業に関する調査結果書より」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 青森県における漁獲量の推移 
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